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研究成果の概要（和文）：本研究では、建物のレジリエンスを高めるための建物管理方策に着目し、地震災害時
に住民の居住継続を支援する建物管理の新たなシステムを実証的に開発した。設備系統を中心に稼働状況や被害
状況を的確に収集、建物管理者に集約し、機能不全の原因把握、迅速な応急・復旧対応を可能とする建物管理方
策の標準的な方法論を開発したものである。実際の都市部再開発地域の超高層マンションに本開発システムを実
装し、運用段階までの実証的な取り組みを進めた。

研究成果の概要（英文）：The resilience of buildings can be improved by improving upon the building 
management methods typically used. This research project discusses the development of a new building
 management system for ensuring the continuity of important operations in buildings. Early on after 
a disaster, it is important to assess what has happened, what the conditions in the building are, 
whether operation spaces can be used, whether there are malfunctions and what caused them, and what 
should be done in order to achieve continuity of operations within the building or the timely 
restoration of its functions. This research presents a methodology for supporting the process of 
systematically confirming these conditions and, in doing so, providing support for building 
managers.

研究分野：建築・都市環境工学,　設備工学
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１．研究開始当初の背景 
高層マンションが急増するなかで、震災時に
ライフラインやエレベータが停止し、地上と
の行き来が困難な状況下で住民が混乱・孤立
することが懸念されている。 
 
２．研究の目的 
地震災害時、火災や構造体への損傷が無い状
況では、避難せずに住み続けられる状況を実
現することが重要である。そのためには、建
物の被災状況に関する適確な情報を取得・提
供することで、災害時に関係者の適切な行動
を引き出し、促す必要がある。 
 
３．研究の方法 
本研究ではこの課題に対して、建物のレジリ
エンスを高めるための建物管理方策に着目
し、地震災害時に住民の居住継続を支援する
建物管理の新たなシステムを実証的に開発
した。設備系統を中心に稼働状況や被害状況
を的確に収集、建物管理者に集約し、機能不
全の原因把握、迅速な応急・復旧対応を可能
とする建物管理方策の標準的な方法論を開
発した。実際の再開発地域の超高層マンショ
ンに本開発システムを実装し、運用段階まで
の実証的な取り組みを進めた。 
 
４．研究成果 
構造躯体及びライフライン・設備系統に設置
したセンサー類によるモニタリング技術を
最大限に活用することで、建物の管理機能を
強化し、重要な情報を防災センターに集約す
る。本システムを活用することにより、建物
管理者は、障害が発生した場合でも機能不全
の原因を把握し、建物の重要機能を継続する
ために迅速に応急・復旧対応を行うことが可
能となる。本システムの導入により災害時の
拠点として防災センターの機能を充実させ
ることが可能となる。さらにこうした被災時
の状況に関しては、一人一人の人間が被災後
に取るべき行動を判断する上での重要な情
報であることから、地域の住民に向けてマン
ションの共用空間やロビー、各住戸等に情報
を配信するシステムとしている。今後重要に
なるのがこうした建物における情報提供機
能の充実である。実装対象地域では、統合モ
ニタリングシステムと連携する形で、コミュ
ニティで共有する「防災・減災情報システム」
を構築した。 
 
図 1に再開発地域での建物統合モニタリング
システムの構築事例を示す。図 2、図 3 に平
常時、発災時、発災後の住民への情報伝達内
容とインターフェース例を示す。図 4は超高
層住宅のエレベーターホールにおける電子
情報板の活用イメージである。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 再開発地域の「建物統合モニタリングシ
ステム」の構築事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 住民向けに配信する情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 住民向けに配信する電子情報板のイン
ターフェース例（発災後） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 超高層住宅のエレベーターホールにお
ける電子情報板の活用イメージ 
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防災用語シリーズ[１]

「避難所」と「避難場所」の違いをご存じですか？

防災知識編[１]の復習

参考・出典： 「逃げないですむ建物とまちをつくる」-大都市を襲う地震等の自然災害とその対策
日本建築学会編, 技報堂出版,  149ページ

地震災害時には、やみくもに屋外への避難⾏動を取るのではなく，
火災や津波，大規模水害のない状況で，かつ建物が安全であるならば，
建物内に留まることが重要です。
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